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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社ココカラファイン 

 

[企業 ID]  3098 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2021 年 3 月期第 2 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2020 年度 第 2 四半期 

 

[日程]   2020 年 11 月 25 日 

 

[ページ数]  30 

 

[時間]   15:00 – 15:27 

（合計：27 分、登壇：27 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]  2 名 

 

[登壇者]  2 名 

代表取締役社長    塚本 厚志 （以下、塚本） 

執行役員 管理本部総務部長 兼 コーポレートリレーションチームマネジャー 

兼 健康経営推進担当    森 俊一 （以下、森）  
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登壇 

 

塚本：社長の塚本厚志でございます。私より 2021 年 3 月期上期決算の概況、その次にマツモトキ

ヨシホールディングスとの取り組み状況につきまして、そしてドラッグストア事業、調剤事業の方

向性についてお話をさせていただきます。 

 

まず最初に、決算の概況でございます。ドラッグストア事業につきましては、新型コロナウイルス

感染拡大の影響によって訪日外国人が減少し、インバウンド関連商品の需要が急減いたしました。

新しい生活様式により、家庭内で消費する日用品や衛生品は好調だったものの、化粧品カテゴリー

は苦戦いたしました。前年の消費増税の特需の反動減がありました。 

出店は、子会社 CFIZ による 14 店舗を含む 21 店舗の出店、21 店舗の退店をいたしました。その

他ではトピックスといたしまして、E コマースで購入した商品の店舗受け取りサービスを全店舗に
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拡大いたしました。これにより利便性がより強化されました。よって結果といたしまして、ドラッ

グストア事業において売上高は前年同期比 91.4％となりました。 

調剤事業につきましては、新型コロナウイルス感染拡大による受診の抑制が顕著になりました。そ

れにより処方せん枚数が減少し、1 枚当たりの処方期間は長期化いたしました。期初に薬価、診療

報酬の改定がありました。 

出店につきましては、M&A や調剤併設化による規模拡大で 13 店舗純増いたしました。オンライ

ン服薬指導への対応を早期に実現いたしました。このようなことから、売上高は前年同期比

103.2％となりました。 

一方、販売管理費におきましては、人件費コントロール、それから販促費の圧縮などで結果といた

しまして対前年同期比 97.7％となりました。以上が決算の概況でございます。詳しくは後ほど森

からご説明を申し上げます。 

 

次に、マツモトキヨシホールディングスとの取り組みについてご説明申し上げます。資本業務提携

によるシナジー効果を早期実現するために、医薬品を含む NB 商品のマーチャンダイジングの統
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一、そして PB 商品の相互供給、共同開発の項目を現在進めております。これからさらに顧客販促

や、1 店舗当たりの物流コストの削減、そして決済手法の統一などにつきまして、今後のテーマと

して進めて参る予定でございます。 

収益改善のイメージといたしましては、この下期にシナジーとして 40 億円出現することを計画し

ております。経営統合後 3 年後を目途に、数百億円のシナジーが両社で出現する計画を立てており

ます。 

 

次に、ドラッグストア事業の方向性と、調剤事業の方向性につきまして、ご説明申し上げます。ま

ずドラッグストア事業の方向性につきましては、この 10 月より MD の統一を中心に、マツキヨと

のシナジー効果を早期に実現して参ります。 

棚割りを統一し、棚替えを実施いたしました。PB 商品につきましては相当数の導入が進んでお

り、9 月末時点で 1,200SKU であったものが、3 月末には 1,600SKU となり、現在 7.8％の売上高

比が 10％まで高まる計画となっております。また、先行発売等の共通企画も積極的に実施してい

く予定でございます。 
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その次に出店の状況についてご説明申し上げます。上期には先ほどご説明申し上げました CFIZ に

よる新規出店、それから既存店のスクラップも同時に進めました。結果、上期において店舗数は

21 店舗の出店と 21 店舗の退店で同数となり、店舗の増加はございませんでした。 

下期においては、出店を 30 店舗計画し、退店を 8 店舗計画しております。合計ドラッグストアの

総店舗数は、前期末より 22 店舗増加し、合計でドラッグストア店舗として 1,167 店舗となりま

す。以上がドラッグストア事業の方向性についてのご説明です。 

 

次に調剤事業の方向性についてご説明申し上げます。医薬品・調剤機器の共同調達などにより、マ

ツモトキヨシホールディングスとのシナジー効果を早期実現いたします。次に調剤事業の店舗の方

向性についてご説明いたしますと、まずは出店形態として医療機関との連携がさらに必要とされる

敷地内薬局を代表とする、より専門性の高い薬局づくりを進めて参ります。 

敷地内薬局につきましては、すでに開局している薬局が 2 拠点ございます。今後の開局予定といた

しましては、すでに 4 つの開局を予定しております。今後はさらに敷地内薬局を中心とした専門性

の高い薬局の出店を進めて参る所存でございます。 
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その一方で、地域密着型のかかりつけ薬局づくりを強化して参ります。地域密着型のかかりつけ薬

局の象徴として、健康サポート薬局を 2022 年には 100 店舗の拠点数を計画しております。 

 

事業の方向性といたしまして、出店や M&A を活用し、よりドミナントを深耕させ、ヘルスケアネ

ットワークの構築を進めて参ります。トピックスとして、11 月 12 日に兵庫県を中心に店舗展開す

るフタツカホールディングスの全株式を取得し、グループに入っていただくこととなりました。 

フタツカホールディングスは、「人と人のつながりを通じ、暮らしのゆたかさを願い、ニーズに添

った価値を創造します」という経営理念の会社であります。ココカラファインの、「人々のココロ

とカラダの健康を追求し､地域社会に貢献する」という経営理念が合致し、今後兵庫県を中心に、

より関西地区でのドミナントが深耕し、ドラッグストアとの連携を始め、地域ヘルスケアネットワ

ークの構築が実現されて、患者様や生活者の予防、未病、治療のサポートをより一層進めることが

可能となって参ります。フタツカホールディングスの店舗網と、ココカラファイン調剤薬局、それ

からドラッグストアの店舗網は、後ほど資料をご参照いただけたらと思います。 
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最後に、調剤事業の現状と今期の期末の状況についてご説明申し上げます。売上高と拠点数でござ

います。期末には 415 拠点、700 億円を超えて参ります。年間売上規模といたしましては、来期に

はおおよそ 800 億円になる予定でございます。 

以上、塚本より決算概況とマツモトキヨシホールディングスとの取り組み状況、そしてドラッグス

トア事業、調剤事業の方向性につきお話をさせていただきました。ありがとうございます。 

森：ココカラファインの森でございます。今日はココカラファインの決算説明会をご視聴いただき

まして、誠にありがとうございます。私からは、上期の決算概要、重点施策、通期の見通しの順で

ご説明をさせていただきます。特にコロナ禍での業績になりますので、月ごとに変動していく状況

であるとか、また修正計画も公表いたしましたので、その点を詳しくご説明をさせていただきま

す。 
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まずは業績ハイライト、決算のポイントをご説明いたします。売上高につきましては、ほぼ計画通

りの 99.6％でございます。ドラッグストアの既存店は、新型コロナの影響として、マスクである

とか消毒薬等の特需によるプラス要因もありましたが、インバウンドを含む都市型店舗の売上減、

これが非常に大きくて、また 9 月を中心に前期の消費増税前の特需の反動もございました。従って

マイナス 8.7％となりました。 

調剤につきましては、コロナ禍で患者様の通院抑制が影響いたしまして、結果大幅な処方せん枚数

の減、逆に処方せん単価アップとなりまして、変動は激しかったのですが、徐々に収束に向かって

いる状況でございます。また薬価改定の影響は出ていますが、ココカラファインは面分業を推進し

ておりまして、集中率も低いこともあって、診療報酬改定の影響は軽微でございます。より地域支

援体制加算であるとか、後発医薬品体制加算の獲得が図れる状況でございます。 

店舗数は 9 店舗の純増、中でもエイチツオーリテイリング様とのジョイントベンチャーの子会社

CFIZ 社による出店が、通期計画 23 店舗中 14 店舗完了いたしました。また、調剤取扱店舗は 13

店舗の純増となっております。 
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そして売上総利益につきましては、コロナ影響でヘルス＆ビューティの構成比が減少いたしまして

ミックスは悪化いたしましたが、販促コントロールなどによりカバーができまして、達成率 99.5%

と計画ベースに乗せることができております。 

 

計画ベースの売上総利益でしたが、経常利益ではご覧の通り計画の 2 倍以上、計画比 205.7%とな

りました。主に販管費で、計画比 37 億円の大幅圧縮ができたことによるものでございます。店舗

作業の効率化を図ってきたことがベースにございますが、コロナ禍で人件費・賃借料・営業費をコ

ントロール、そして売上不振が続く中で改装投資を必要最小限に抑えたことでございます。 

四半期純利益についてご説明をいたします。今回マツモトキヨシホールディングスとのシナジー効

果を創出するために、物販のほぼ全店舗 1,200 店舗で MD 統一を行っておりまして、それに基づ

きまして全店の棚割り変更も行っております。中には棚落ちする商品も数多く出ますので、最終的

に廃棄をする費用を見積もって、43 億円の特別損失を計上いたしました。 

下期のシナジー効果は 40 億円を見込んでおりまして、年換算では 80 億円規模でございます。こ

の年間 80 億円規模の継続的なシナジー効果を出すために、一過性の損失を計上したということで
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ございます。従って純利益につきましては 11 億 2,100 万円と、計画比 65.9%でございます。以上

が決算のポイントでございます。 

 

計画比の詳しい数値でございます。 
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そして前期比の詳しい数値でございます。またご覧いただきたいと思います。 
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引き続きまして、コロナ禍でのさまざまな状況を深掘りして参ります。まずは既存店の売上でござ

います。 

ご覧のグラフはドラッグストア物販における既存店売上の、この 1 年半の推移でございます。一番

右端の 9 月には、前期の消費増税前の特需の反動が出ておりますが、そういった特殊要因を除けば

4 月から徐々に回復している傾向が見てとれると思います。 
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もう少し分かりやすくするために、このグラフを店舗立地別に分解すると次のスライドでございま

す。 

当社の都市型店舗は、店舗数として全体の 17%のシェアがありますが、この都市型店舗の売上が 2

月以降インバウンドの需要減と同時に減少しております。他の商店街型店舗、住宅地型店舗、郊外

型店舗、そういった他の店舗は影響が少なかったのですが、この都市型店舗の売上不振に引っ張ら

れて、既存店全体の売上減少が見られたことでございます。 

ただ、これも 4 月、5 月を最悪期といたしまして、その後は少しずつ回復基調にあります。 
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調剤の既存店につきましては、これも患者様の通院抑制の影響が大きくて、2 月を境に処方せん枚

数の減少、逆に処方せん単価の増加が顕著に見られます。これも 4 月、5 月の処方せん枚数減を最

悪期といたしまして、徐々に収束傾向が見られる状況でございます。 
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次は商品分類別の売上構成でございます。ドラッグストア事業ではヘルス&ビューティ、OTC 医薬

品、化粧品、健康食品といった高付加価値商品の売上構成が減少することによりまして、ミックス

悪化が見てとれる状況でございます。 

また調剤事業につきましては、M&A 等の規模拡大戦略によりまして、引き続き増加しておりま

す。また卸売につきましては、取引先店舗数の減少の影響が出ています。 
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次は粗利益の推移でございます。ご覧のグラフは、ドラッグストア事業の物販だけを取り出した四

半期ごとの粗利益の推移でございます。コロナ禍で売上が振るわない中で、粗利の実額は減少して

おりますが、粗利率につきましては 0.5 ポイントの改善と、安定的に向上しております。 

コロナ禍で、粗利率の高いマスクであるとか消毒薬、そういった販売増が続いたり、密を避けるた

めにポイント販促を抑制するなど、必然的に粗利率が上がる要素もございます。コロナ禍ではそう

いったプラス要因も中にはありますが、全体像としてはやはり付加価値商品が売れないミックス悪

化のマイナス影響が大きくて、環境はビハインドでございます。そんな中でも商品、販促のコント

ロールが引き続き効果を出している状況でございます。 
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次は調剤事業でございます。薬価改定の影響につきましては、第 1 四半期には保守的に織り込み、

第 2 四半期に妥決したこともございまして、四半期ごとの変動が大きくて見にくくなっております

が、上期トータルといたしましては、前期比 104.2%と安定した粗利額を確保することができたこ

とでございます。 
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次は既存店の販管費の状況でございます。売上が弱いために、販管費率は悪化傾向に見えますが、

販管費の実額に関しては大幅な圧縮ができております。 

内訳といたしますと、人件費は店舗作業の効率化で圧縮できたものと、コロナ禍で営業時間が短縮

されて必然的に減少したもの、そういったものの合算で約 5 億円。賃借料は賃料交渉によるもので

約 5 億円。営業費は販促のデジタルシフト戦略による効率化と、密を避けるために販促が必然的に

抑制された要因、そういったものの合算で約 5 億円。 

減価償却とその他につきましては、売上が弱い中で改装投資を必要最小限に行ったことなどでござ

います。既存店ベース、販管費トータルで前期比 23 億円の圧縮となりました。 

BS およびキャッシュフローにつきましては、特段コメントするところはございませんので、割愛

させていただきます。 
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以上を踏まえまして、重点施策の進捗状況をご説明いたします。 

顧客戦略につきましては、コロナ禍で客数減となっておりますので稼働会員数は減少しております

が、会員売上比率は 76.2%と高水準を維持することができております。また公式アプリ、ココカラ

公式アプリは 258 万件、お薬手帳アプリは 28.1 万件と、引き続き伸ばすことができております。 
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個別施策といたしましては、d ポイントの導入を行いまして、より全方位営業を進めた結果、右側

のグラフの通り、キャッシュレス比率は 47%を超える水準となりました。 

今後固定化を行うフェーズに転換して参ります。またコロナ禍、接触を防ぐことも想定いたしまし

て、ネットで注文、店舗で受け取る機能も、調剤を含むほぼ全店舗に拡大しております。 
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調剤におきましても、前期にレセコンであるとか、電子薬歴など、そういったものを統一化いたし

まして、それを活用することによりまして生産性向上を図っております。またコロナ禍でオンライ

ン服薬指導も進めております。 

以上を踏まえまして、通期の見通しについてご説明いたします。特に今回、修正計画を公表してお

りますので、修正のポイントについて詳しくご説明をさせていただきます。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

22 
 

 

まずは出退店の計画でございます。ご覧の通り、期初計画と比べると出店数は大幅に増加して、

142 店舗でございます。先日発表いたしましたフタツカホールディングスのグループ化によりまし

て、調剤取扱店舗 69 店舗を含む 70 店舗の増加がございます。 

ただしドラッグストアに関しましては、期初計画 65 店舗から 51 店舗と、出店数は 14 店舗減少す

る想定でございます。退店につきましては大きな変動はなく 31 店舗ということで、期末店舗数は

1,456 店舗となりまして、前期末から比べると 111 店舗の純増でございます。うち、調剤取扱店舗

は 415 店舗となりまして、101 店舗の純増でございます。 
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設備投資につきましては、ドラッグストア店舗の出店数減少と店舗改装を必要最小限に止めること

を織り込みまして、97 億円と。期初計画からは減少しております。ただし、この中にはフタツカ

ホールディングスのグループ化に関する設備投資につきましては含めておりません。 
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以上を踏まえまして、経常利益ベースで修正計画のポイントをまとめております。上期の業績につ

きましては、これまでの説明の通り 65 億円と、期初計画比 2 倍以上の業績となりました。 

下期の前提につきましては、期初計画の段階ではコロナの影響は上期まで続いて、3Q に徐々に回

復して 4Q に元に戻るという、そういった前提を置いておりました。 

しかし現状を踏まえまして、インバウンドを含めた、こういったコロナの影響は、足元の状況が期

末まで続く前提に変更させていただいております。従いまして下期の経常利益は 99 億円と、下方

修正となります。通期といたしましては、一番上です、期初計画 160 億円から修正計画 165 億円

と、経常利益段階では上方修正となっております。 
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数値としてどんなイメージになるかというと、次のスライドでございます。前期実績と期初計画、

修正計画の関係でございます。右側、下期ですが、やはりドライバーとなるのはマツモトキヨシホ

ールディングスとのシナジー効果の 40 億円でございます。これに関しましては変更はございませ

ん。このシナジー効果 40 億円がドライバーとなって、下期はコロナ影響下でも経常利益段階では

増益を確保する、そんな修正計画でございます。 
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こちらは修正計画と前期との比較でございます。 
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そして次は、修正計画と期初計画の比較でございます。数値を詳しく開示しておりますので、また

ご覧いただきたいと思います。 
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そして最後に、配当につきましては、変更はございません。引き続き安定性の指標として DOE、

自己資本配当率を採用しております。業績連動性の指標としては総還元性向も活用して、両者勘案

しながら安定的な配当を目指して参ります。私からのご説明は以上でございます。ご清聴ありがと

うございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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